
時
事

問
題

国
際
聯
盟
の
・労
働
問
題

第
八
巻

(第
四
號

「
O
O
)

五
四
〇

時

事

開

顕

'

'

國

際

聯

盟
.の

勢

働

問

題

}

r

戸

田
.

海
.

市

皿.

「

労
働
問
題

の
国
際
協
定
の
根
篠

去

三

百

+
四
日
E
皇
宗

和
倉
議
に
於
て
屡

聯
盟
に
關
す
・
五
大
國
の
協
議
案
か
嚢

せ
ら
妻

・
・本
案

.

か
発

寒

ま
て
紙

多
少
の
攣
更
を
見
・
て
あ
ら
う
が
、
肇

の
成
立
か
否
奪

え

さ
る
限
り
・
奨

綱
は

.

既
に
決
定
し
た
も
の
ご
見
・
を
妨
げ
な
い
や
う
て
あ
る
。
而
し
て
本
案
第
二
+
僚
に
於
て

「
璽

各
屡

自
国
及

癒

空

肇

吉

開
係
の
延
長
観

す
・
総
て
の
國
舅

女
小
見
鋳

し
蛮
語

し
て
人
道
鑑

へ
蠢

動
献
態

斎

獲
得
し
、
之
を
維
持
す
る
こ
薩

努
力
す
へ
し
、
.而
し
て
之
か
爲
め
聯
盟
組
織
の

「
聾

し
て
常
設
欝

屈
を

設

置
す
。
こ
薩

同
意
す
」
規

定
妄

。
本
倦

依
碁

國
の
肚
會
驚

も
盆

は
国
防
通
轟

に
關
す
姦

萎

回
し
山

際
規
定
の
圭
護

畢

な
・
量

つ
な
。
最
も
本
條
は
麗

各
国
の
勢
禦

態
か
公
歪

し
て
人

…
道
に
適
へ
る
も
の
蒙

を
要
求
す
・
の
み
て
あ
り
、
秀

毒

的
に
如
何
な
る
蕩

保
護
御
蓼

設
一
へ
き
や
を

.

決
定
芋

、
国
際
蕩

局
護

遣
し
て
蕩

問
題
を
蟻

せ
し
む
る
こ
美

し
☆
乏

止
ま
る
が
・
今
讐

各
国

O

.

冒
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蜂

凝
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す…
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継
灘

撫

難
難
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譲

襲
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.

時
藩

題

劇
画
際
聯
盟
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蕎

腰
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時
講

題

屡

躍

の
蕩

問
題

第
八
巻

(第
四
號

一
。
二
)
・、
五
四
二

が
懇

・
量

・

恵

必
要
て
あ
・
。
世
人
鑑

例

函

か
響

他
国
鮨

ん
し
・
吐
露

萎

行

へ
は
国
際
競

「孚
上
。
不
利
・
炉

藷

へ
・
が
、此
見
解
・
は
多
大
の
誤
謬
か
存
・
・
高

聴
・
・馨

置

埋
も
曾

れ
で
居

.

」る
。
從
来
春
國
に
於
て
行
は
れ
た
る
肚
會
政
策

の
多
く
は
同
時

に
賢
明
な
る
生
産
政
策
ご
見

を
へ
き
も
の
て
あ

っ

　て
、
之
笛

り

函

舞

働
能
功
の
保
霧

磐

勲

・
の、贅

害

し
、
從
っ
て
生
産
藩

肚
會
肇

去

貞

操

準
蒙

む
。
も
、
之
か
爲
竺

磐

蕩

か
高
磐

も
の
妥

・
す
、
長
き
期
間

に
亘
っ
て
見
れ
ば
之
か
蓼

に

縮
籍

彫難
最

繧
懲編
鋸
鐸

鐘

諸
鐙
.

雛

遜
讐

縷
籍

頒讐

鋒

離

籍

雛
パ購

.

疲

智

を
騰
貴
せ
し
・
て
外
馨

の
筆

生

般
的
・
不
利
泰

阜

・
の
て
謹

旨

は
・
恰
も

[
國
の
所

.

擁

の
嘉

か
選

に
茜

の
疲

物
磐

欝

せ
・
む
・
三
至

再

・
る
高

・
て
あ
る
・
耐
雪
暴

も
他

あ

一
磐

政
策
高

し
由

基

讐

生
活
力
を
・焚

藻

存
・
蓬

せ
・
む
・
も
の
て
な
く
て
は
な
ら
蹟
・
故

匹

國
か
饗

。
る
馨

政
馨

行
・
は
共
罠

・
.穿

各
方
暫

封
・
毒

勢

姦

・
・
結
響

な
.る
・
.而

…
し
菱

世
界
の
先
進
国
民
は
歴

国
民
的
自
給
自
足
の
域
廃

し
、
昆

盆
世
界
欝

親

鍵

編
込
ま
れ
嚢

一
撰
し
之
か
舞

国
民
生
活
歯

内
蓋

こ
屡

釜

あ

何
れ
か
重
要
・
・
や
翁

別
・
警

状
態
差

っ
て
居

…
る
.
各
罠

の
生
活
か
砦

如
山

際
交
薦

依
挙

る
こ
・
の
盆
杏

な
り
つ
麸

る
こ
直

決
し
て
聾
.
た
.

方

針
て
あ
る
芸

は
れ
蔭

。
果
し
て
然
・
は

画

の
審

政
策
に
し
て
茜

民
生
活
量

し
日
量

要
を
加
へ



袈

纏

隷

鍵

耀

し
き
不
利
を
招
く
強

き
結
果
を
生
す
る
憾

、
其
　

嚢

・
.

…

扉

し
し
乍
ら
各
國
は
屡

釜

の
頻
繁

藷

外
・
・
肇

馨

せ
す
全
く
曇

社
叢

箏

鶴

響

、

一
や
芯
云
ふ
。
必
、
、
然
早

、
場
合
に
出
て
は
養

行
か
國
際
彗

・
響

・
制
限
せ
暑

・
を
免
れ
な
い
・
先

}
つ
礁

.驚

の
簸

は

函

の
蕩

努

・
保
存
蓬

・
聖

　

・
て
　

ご
は
云
へ
・
砦

如
最

果
は
必

噛

離

鑓

離

農
髪

剃転
難
鱗

餐
鷹
野
麟
射総

て
あ
る
.特
に
或
馨

,政
策
・
客

の
爲
め
穂
・
・
鶴

か
黎

・
高
磐

・
・
蓮

倉

於
て
も
・生
産
諸
要
素

.

沼

の
蕩

轟

。
ぞ
.
使
用
す
る
生
肇

の
需

・
警

告

て
特
・
.増
加
k

從
っ
て
農

の
棄

纂

國

畢

に
醤

栄

利
に
陥
ら
ね
讐

£

.
固
・
・
諺

合
・
も
蕩

多

く
使
用
す
垂

産
か
高
磐

な
壽

同
時
に
、
他
。
釜

か
養

的
低
廉
ご
な
・
て
世
界
蕩

・
舞

差

・
薯

か
出
来
な
い
て
は
辞

が
・
併
し

砦

蕩

を
ぞ

偏

す
る
生
産
業
か
茜

・
蘂

上
相
當
・
轟

の
地
位
を
占
.む
る
も
の
て
あ
露

な
.ら
は
・

其
莚

。
爲
め
に
嚢

糞

に
於
て
國
民
纒
璽

磐

響

・
藁

も
大
差

・
・
特
髭

種
の
事
蓬

肇

せ

し

多
募

響

尖

し
-
困
讐

脱
・
衝

る
場
合
垂

す
・
。
羅

會
肇

昼

行
の
爲
め
に

蒔

或
妻

の

…
生
産
高
か
減
少
、
蕩

A、に
於
・
、
急
速
に
某

蕩

を
嘉

七
て
共
蓋

を
護

・
・
以
て
從
來
よ
り
内
外
市

…
場
。
占
め
得
。
る
販
路
・
維
持
・
・
こ
嘉

常
奇

能
・
は
を

、
外
國
蕃

か
蓋

集

し
て
霧

農

学

…
る
場
合
か
起
る
。
結
髪

馨

・
於
け
・
外
囲
馨

事
叢

叢

路
謹

を
馨

診

て
生
馨

撰

実

に
し
.

畢

問
題

国
際
鐙

・
君

問
題

第
八
巷

語

號

一
.じ三
)

五
四
「=

・



時
請

題

國
羅

盟
の
鶴

膿

第
八
賛

第
四
號

一
。
四
)

五
四
四

蓋

整

備
を
改
善
し
て
難

の
震

養

す
妄

・
、
永
久
に
國
内
釜

か
之
籔

華

る
を
得
さ
る
に
至
る

一
瘍
A
、も
な
.
て
は
馨

.
整

無

謬

霜

類
似
芸

爲
・
競
粛

係
・
張
・
れ
藷

國
か
肚
叢

策
の
貴
行

吸
付
て
成
。
?

歩
調
生

に
す
歪

譲

可
能
て
あ
麦

有
利
て
あ
る
・

婁

の
馨

は
護

蔑

就
譲

洲
交
繋

國
の
欝

量

大
・
・
打
撃

加
へ
た
・
壕

の
藷

は
戦
箏

黙

籍
難
熱

蕗

ぬ樫賭
鋸
驚
躍
縫
製
難

鞭灘

の
轡
働
運
動
か
頗
ふ
る
過
激

ビ
な
る
の
勢
あ

る
こ
ε
て
あ
る
。
若
し
各
国
か
勢
働
者

の
要
求
を
」抑
へ
ん
こ
す
れ
は

瑠

其
蕩

蕩

か
革
禽

ご
な
・
、
而
・
葦

求
錘

へ
は
國
際
舞

上
蓼

の
不
利
を
生
事

の
譲

か
あ

～る
。
纂

工
董

。
最
も
進
歩
・
、
從
つ
涯

霞

策
の
實
行
も
進
歩
・
て
居
晃

畿

・
於
て
は
・
政
府
憂

一

薬

も
歴

蕩

問
題
を
国
際
的
協
力
に
出
て
庭
埋
せ
ん
手

・
の
塗

を
有
・
て
居
た
が
・
婁

の
戦
争
に
由

,
其
必
要
巌

す
る
こ
墓

量

痛
切
ピ
・
・
、
搭

之
・
国
際
罐

量

器

目
早

る
に
至
つ
な

覆

の

国
際
競
争
に
謝
し
て
神
経
過
敏
蒙

れ
る
各
國
は
・

「
方
に
於
て
世
界
.の
孕
和

の
矯
め
に
不
利
な
る
保
護
貿
易
策

.

に
籍

。
、他
方
に
は
世
界
奉

和
挺

進
す
・
漂

蕩

規
定
・
依
頼
せ
窪

し
で

あ
る
・散
髪

際
各
国
は
.

一
世
界
の
霜

の
矯
め
に
成
る
へ
垂

霞

策
に
付
き
藷

を

一
…

膿

蕃

を
人
道
的
た
ら
し
む
る
こ
薩

努
力
せ
ね
は
弩

ね
.
固
ポ

各
国
・
講

者
保
護
・
爲
麓

行
・
・
箕

艦
的
・
整

・
必
・
も
世
界
姦

し
.

…
て
董

に
定
む
へ
,
も
の
て
夢

、各
國
特
有
・
壽

・
酌
量
せ
ね
・
・
鼠

・
て
あ
る
が
国

際
聯
盟
の
原
裂

毛

て
各
國
か
其
特
有
の
事
疲

照
ら
し
て
蕩

者
保
護
・
爲
叢

舞

努
力
・
寫
す
の
霧

あ
る
旨

k
せ
ね
は
.

.

冒



.

な
ら
ぬ
.
近
来
我
国
か
稽
や
世
界
市
場
に
塵
顕
す
る
に
及

ひ
、
厭
米
人
は
我
国
か
耽
會
政
策
を
行
ふ
こ
ご
の
甚
把

、

ロ

リ

.

不
充
分
な
る
を
批
難
す
る
に
至

つ
な
。.
彼
等
は
我
國
の
世
界
市
場
に
於
け
る
此
擡
頭
を
以
て
重
に
勢
働
者
虐
使
に

由

り
低
廉

の
生
産
を
腐
す
か
爲
め
な
り
と
レ
、
從

っ
て
我
国
を
以
て
人
道
に
反
す
る
不
正
競
争
を
爲
す
も
の
な
り

一
ε
批
難
し
.つ
払
あ
っ
授
が
、
戦
争
中
に
我
國
は
中
立
国

の
如
き
好
地
位
に
立

っ
て
世
界
市
場
に
獲
展
し
た
か
ら
、

A
-後
此
の
如
き
批
難

の
盆
強
烈

こ
な
る
こ
ご
を
豫
期
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
而
レ
て
此
批
難
は
誤
解
に
出
つ
る
黙
も
少

な
一
な
い
が
、
同
時

に
眞
理

の
王
張
こ
な
れ

る
黙
も
あ
る
か
.ら
、
吾
人
は
諸
外
國

の
批
難

に
射

し
公
雫

な
る
判
断

.

を
下
な
さ
ね
は
な
ら
ぬ
。
.
.
.

-

、

先
進
国
に
於
け
る
社
倉
政
策
は
既

に
大
に
進
歩
し
、
今
後
は

雇

其
進
歩

の
速
度
を
高
め
る
て
あ
ら
う
が
・
今

…
日
ま

て
各
先
進
国
は
自
国
に
必
要

の
生
す
る
に
從

っ
て
猫
立
に
之
を
買
付
し
、
國
際
的
協
定
に
出
て
實
行
し
た
も

.

の
は
後

に
論
ず
る
か
如
く
殆
ん
ご
皆
無
て
あ
る
が
、
是
れ

一
は
從
來
各
国
か
帝
國
主
義

の
弊
を
受
け
、
互
に
胸
襟

…
を
開

い
て
世
界

の
幸
幅

の
爲
め
に
協
力
す
る
ε
云
ぶ
宏
量
に
鉄

い
て
居
れ
爲
め
て
あ
っ
て
、
今
後
は
成

樹
へ
一
肚

否

政
策
上

に
も
国
際
的
協
力
を
行
ふ
て
互
に
其
進
行
を
滑

か
に
す
・
を
要
す
・
・
只
経

済

の
最
も
進
歩
芸

少

数

の
先
進
国

か
自
国
に
必
要

こ
す
る
所

の
或
具
鵤
.的

の
肚
會
政
策
を
は
、
継
濟
の
幼
稚
な
る
よ
り
之
か
貴
行

の
負

捲
に
堪

へ
す
、
又
其
肚
會
的
要
求
も
同

}
な
ら
さ
る
他

の
後
進

国
に
謝
し
、
人
道

の
名
を
以
て
強
制

せ
ん
ご
す
る

職

其
貿
経
済
的
帝
国
主
義
叉
崎
謝
外
資
本
主
義

の

憂

形
た
る
を
見
れ
な
い
。
若
し
も
先
進
國

の
必
要

こ
す
る
種

…
種
の
肚
曾
政
策
を
張

て
後
進
国
に
も
行
は
し
め
ん
こ
す
れ
は
、
後
進
國
は
殆
ん
ご
工
業
國

&
し
て
獲
達
す
る
の
搬

}

會

を
奪
は
れ
、
永
久

に
農
業
國

ご
し
て
満
足
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
共
結
果
後
進
国
は

一
般
に
.生
活
程
度
の
向
上

ご
丈

一
時
事
問
題

國
際
聯
盟
の
勢
働
問
題

,

第
八
巻

(第
四
號

δ

五
)

五
四
五
.

、



時
講

題

腰

豊

の
叢

綴

更

巻

〔第
四
號

δ

山。

茜

六

化
的
塗

ご
を
姿

。
る
こ
導

な
る
、
夫

世
梨

・
・
英
國
後

庭

率
先
・
て
産
蓋

命
を
行
ひ
・
舞

…
其
他
の
原
因
よ
り
欝

鍵

歩
の
後
れ
た
る
大
鷲

國
・
英
・
・
鑑

・
て
工
業
壷

・
を

の
困
難

り
し
特

液

に
於
。
、
英
国
旨

嬰

易
・
思
葉

勃
興
し
・
.
罐

詣

至

要

将

・
他
國
の
翠

憲

る
、
の
必

婁

。
く
、
食
物
原
凝

之
を
醤

　

畠

罎

入
す
る
旨

を
利
益
・
し
た
か
ら
・
英
国
自
身
最

っ
て
は
自

由
舞

か
必
琴

あ
鬼

。
併
・
繋

野

芝

甘
ん
す
・
を
衝

・
地

覆

進
國
か
羨

の
畢

を
防
い
で
自

國
の
工
業
を
窪

せ
し
む
る
遭

に
は
保
護
貿
易
・
導

・
を
得
・
か
・
黍

、
圃
・
・
其
保
聲

易
の
實
行
は

英
國
か
世
界
露

塵

略
・
・
に
は
甚
・
不
蓉

て
あ
っ
た
.
左
殿

堂
壁
量

器

正
義
畠

の
名
を
以
て
自

由
貿
易
を
世
界

疲

。
行
は
し
・
ん
ε
護

・
巽

國
薯

の
多
警

、
固
よ
・
葦

間
堕
民
心
よ
り
其
愚

の

唐.億

に
努
め
。
の
て
・
・
が
、
其
董

は
後
畿

羅

欝

文
化
的
震

・
鍵

・
・
蓋

れ
な
か
っ
た
・
故
に

大
陸
。
薯

。
中
。
は
藷

墨
書

學
問
堕
民
.心
違

姦

暑

・
な
か
霧

・
は
な
・
・
蚤

後
過
激
芸

肚

.

璽

義
。
莚

。
苦
し
め
る
璽

か
自
か
美

粧

霞

箏

貴
行
す
・
高

聴
・
・
同
國
の
暑

か
蓋

置

策
的
愚

。
世
界
に
傳
揺
す
る
こ
薩

努
力
す
・
窒

つ
・
が
、
洗
場
食

昊

米
・
讐

の
中
か
癌

塗

者

の
需

壁

心
垂

問
と
t
る
蓼

生
し
・
.
天

・
盒

・
膿

瘍

盤

・
竹
叢

て
砦

如
き
藩

競

摩

試
む
.る
の
必
要
姦

し
な
い
.
只
・
膿

聯
盟
芸

も
の
は
世
界
各
國
民
の
奪

の
生
藏

を
認
め
客

園

㎝
を
し
て
岳

に
其
特
有
の
聾

を
震

す
る
旨

笛

り
人
類
の
進
歩
に
貢
馨

し
む
る
慧

を
根
本
蒜

手

…
。
も
の
て
あ
。
奮

、
.此
精
確

萎

て
国
際
蕩

問
題
の
解
決
皇

張
す
れ
は
足
・
の
て
あ
る
・
此
見
地
　

…
す
れ
は
含

最
も
糞

せ
る
少
警

先
議

か
畠

に
必
警

庵

所
の
高
度
・
肚
霞

蓼

他
の
疲

後
鑑



　

猛

制
せ
ん
手

・
の
不
當
・
・
は
、
敢
・
露

の
過
激
畿

府
か
男

を
以
・
其
通
驚

想
を
世
界
に
籍

せ

一
ん
早

る
の
不
當
な
・
に
護
ら
註

。
否
な
露
国
の
方
か
自
己
思

想
を
他
國
猿

制
す
る
の
實
力
を
敏
く
丈
け

.

に

一
層
安
全

て
あ

る
。

廠

米
先
畿

か
櫻

の
爆

撃

・
付
・
非
常
・
楚

震

差

っ
て
居
る
「
原
因
は
・
彼
等
か
毎

ほ
餐
.

一

壽

き
こ
蕃

以
三

碧

置

碁

上
栄

利
な
り
孚

・
の
誤
解
・
・
脱
せ
す
提

っ
て
近
家
藷

の
世
界

蕩

量

頭
せ
る
原
因
も
輩

鋤
簾

婁

る
こ
薩

穿

揺

・
・其

實
我
か
餐

の
騰
書

港

夏

の
増

悪

し
つ
・
あ
る
事
蓼

智

鶏

・
て
…

が
、
】
は
叉
戦
争

の
爲
め
に
誤
ま
れ

る
自
給
自
足
思
想

の
強
ま
つ

　
だ
爲
め
て
あ
る
.
即
ち
先
畿

柴

適
當
に
・
て
条

必
琴

・
生
肇

　

奮

行
は
ん
手

・
・
籔

て
あ

　
る
。
生
産
。
技
術
鋒

認

力
等
の
進
歩
せ
・
先
進
國
・

疲

篶

撃

肇

駕
す
量

を
長
所
手

る
も
下
等

蕩

晶

易
な
る
生
産
設
備
差

歯
・
行
・
慧

を
得
・
低
級
・星

座
後

裔

・
長
所
手

る
所
で
あ
る
奮

.先
畿

。
之
。
付
。
後
進
国
轟

争
す
・
を
得
・
・
。
目
下
藷

・
於
・
從
衆
生
覆

鍔

低
き
薩

の
農
民
に

黎

麟

無

縫

韻
蝋鰻

維
羅

鏡
銑
軽

艇㎏藤

蕎

限
姦

。
ん
手

・
か
如
・
は
甚
・
き
不
自
然
・
驚

て
あ
・
。
後
議

に
於
け
る
自
書

足
思

想
に
も

二

磐

多
あ

誤
謬
・
婁

れ
・
居
る
が
、
併
・
後
進
国
・
低
級
品
護

要

る
・
楚

芋

・
更
に
高
級
釜

.

を
も
泉

魯

ま
ん
手

・
は
、
.是
れ
國
民
生
活
の
向
上
運
動
て
あ
・
に
反
・
・
先
進
國
か
廉
要

る
「低
級
品
を

自
か
星

馨

ん
手

。
は
国
民
生
活
壷

奪

・
む
・
あ

て
あ
・
。
・先
進
國
か
砦

如
き
誤
れ
る
肇

を
行

肇

膿

屡

聯
盟
の
欝

問
題

第
八
巻

.
第̂
四
號

一
。
ぎ

玉
四
七

、
・



「

時
事
問
題

國
際
・
罪

膿
.
.

馨

(藁

夏

)

五
受

難

慧

縫

鰺

・
す
一
國
際
聯
盟
の
力
・
利
用
・
て
　

書

・
・
害
・
・
か
如

一、
後
進
國
か
纏
璽

般
　

響

　

農
琶

・
工
業
　

り
　

品
生
産
　

籍

甚

響

無

識

　購襟
　
　　
謙
譲

瞬欝

か
歪

。
の
輸
入
税
を
設
け
て
昌

の
幼
稚
な
・
工
鼕

鼕

・
・
む
・
の
畠

を
馨

ね
は
な
蓋

然
譲

鴛

纒
罐
縫

転
純麗

懸
惣
髪

蓑

蝿綴

一
を
保
つ
上
に
も
甚
だ
有
害
て
あ
・
か
ら
、
各
國
琴

叢

・
・
垂

保
撃

盆

的
暴

和
し
國
内
産
業
の
窪

欝
欝

　
　
灘
　
糠灘
態
羅
　
　
　
　
　
齢郷

饗

舞

諜

耀

を
張
要
せ
ん
・
す
る
ご
-
は
、
我
国
も
禁
止
助
勢

覆

為

　

董

・

=

態

嵩

す
・
麓

關

一
.
.
.

、
.
.

.

冒



目
下
雫
和
會
議
の

一
事
業
と
し
て
國
際
勢
働
委
員
會
か
設

け
ら
れ
、
此
委
民
會
は
着
々
其
事
務
を
進

め
っ
、
あ
「

一
る
が
既
に
此
委
員
會

に
出
て
決
定
せ
ら
れ
だ
り
と
傳

へ
ら
る
玉
重
要
事
項

の

一
は
毎
年
定
期
に
國
際
勢
働
會
議
を
.

.

招
集
し
、
各
國
よ
り
政
府
代
表
者
二
名

の
外

に
、
雇
主
及
労
働
者

の
代
表
者
各

一
名
を
出
席
せ
し
め
此
等

の
各
代

…
表
者
に

一
個
の
票
決
権

を
與
ふ
る
の
協
議
か
成
立
し
た
こ
こ
て
あ

る
。
從
來
各
国

の
無
産
者

か
其
政
府
を
以
て
有

.

産
者
の
機
關
に
過
ぎ
す
ε
し
て
批
難
し
、
叉
國

に
出

て
は
有
産
者
無
腔
者
共
に
其
政
府
を
以
て
眞

に
民
意
を
代
表

せ
さ
る
官
僚
青

職
業
的
政
客

の
機
關

な
り
ε
の
批
難
も
あ
り
、
從

っ
て
民
意

を
顧
さ
る
秘
密
外
交
に
掌

る
批

難
も

一
般
に
張
ま

っ
て
居
挺
。
故
に
國
際
勢
働
會
議

に
於
て
政
府
代
表
者
以
外
に
雇
主
及
勢
働
者

の
双
方

の
出
席

璽

屡

認
め
な
こ
ご
は
當

.
得
拠

る
廃
置
て
あ
る
が
、
特
に
勢
働
者
を
し
て
雇
主
ご
対
等

の
資
格
を
以
て
國
際
會

議
に
参
加
せ
し
む
る
旨

」
し
た
の
は
、
文
明
國
に
於
け
る
肚
會
的
進
歩

を
反
撃

・
も
の
て
あ

・
。
或
寡

働

者
側
よ
り
政
府
代
表
者

ご
夢
働
者
代
表
者

の
外

に
雇
主
代
表
者

を
加

へ
な
ご
ご
を
不
必
要
又
は
不
當

の
歴
迫
な
り

.

ご
す
る
批
難
も
起

る
て
あ
ら
う
が
、
併

し
資
本
勢
働
複
本
位

の
現
肚
會
組
織
を
認
む
る
上
は
、
雇
主
代
表
者
を
之

一
に
参
加
せ
し
む
る
こ
ε
が
稔
當
て
あ
る
、
各
國
勢
働
者

の
代
表
者
か
山
堂
に
會
合
し
て
互
に
意
見
を
交
換
す
る
ご

ε
は
世
界

の
卒
和
を
維
持
す
る
上
に
重
要
て
あ
っ
て
、
又
各
國
勢
働
者
は
北
勢
働
會
議
よ
り
世
界

の
季
和
に
必
要

一
な
る
種
々
の
激
訓
を
受
け

る
て
あ
ら
う
。
特
に
廣
人
な
る
未
開

の
富
源
を
有
す
る

國
の
勢
働
者
か

其
富
源

を
自

「国
民

に
猫
占
し
て
外
人
の
移
住
を
妨
げ
、
又
は
其
富
源
を
自
国
民
に
限
り
廉
償
に
使
用
し
て
外
囲
に
之
を
與
ふ
る

一
こ
ε
を
拒
み
叉
は
之
を
高
償

に
費
付
て
他
国
[を
害
す
る
の
行
動
を
籍
す
こ
ご
は
、
矢
張
ザ
脛
濟
的
帝
国
主
義

の

一

.

種
て
あ

っ
て
.、
其

の
世
界

の
卒
和
に
有
害

な
る
こ
嬉
は
軍
団
的

の
帝
國
庄
義
ご
異
ら
さ
る
を
畳
る
に
至
る
て
あ
ら

時
事
問
題

国
際
聯
盟
の
労
働
問
題
.

第
入
谷

(第
四
號

一
〇
九
)

五
四
九

.

「



時
事
問
題

国
際
聯
盟
の
勢
働
問
題

第

八
巻

(第
四
號

一
一
〇
)
.
五
五
〇

う

。
一
団
際
駿

は
世
界
各
國
に
奪

星

存
磐

馨

る
こ
蕃

養

森

押
手

る
も
の
て
あ
る
が
・
諸
国
民
の

羅

歩
長

力
の
程
度
か
甚
硅

々
て
あ
る
か
養

謄

於
て
は
五
大
國
か
之
を
聾

し
維
持
す
る
の
凱
任
暑

し
・

我
国
も
此
五
大
國
の

}
に
列
す
る
こ
ご
Σ
な
つ
π
。
故
に
我
国
は
聯
盟
の
原
則
を
公
正
な
ら
し
め
、
世
界

の
季
和
.

を
保
つ
高

謄

各
國
民
に
奪

な
る
震

の
馨

を
與
へ
建

・至

鷺

の
精
碧

實
現
す
る
こ
誌

努
め
ね

は
な
ら
ぬ
。
此
聯
盟

の
重
要
任
務

の

一
丸
る
國
際
勢
働
問
題

の
慮

理
に
付

て
も
我
國
は
模
範
的
に
行
動
す

へ
さ
責

.

任
を
有
す
る
が
、
其
責
任

の
蟹
行
上
策

「
に
起

る
問
題
は
如
何
に
し
て
我
国
よ
り
遣
　正
な
る
労
働
代
表
者
を
国
際

.

鶴

寡

猿

出
す

へ
き
や
て
あ
・
。
欝

走

於
・
・
我
國
・
工
嚢

醤

昌

ほ
淺
く
重
要
の
工
業
は
何
れ

.

妄

工
・
使
早

・
所
の
馨

工
萎

あ
り
、
從
っ
て
来
著

力
な
・
蕩

組
合
か
起
っ
て
慧

上
に
鶴

誉

意
見
を
聾

す
る
量

畠

來
す
、
議

治
定

於
て
は
国
民
か
久
し
告

僚
政
治
の
下
に
屈
服
し
・

一
般
鼠

.

箏

ら
断
食

近
に
於
て
公
然
蕎

力
を
認
め
ら
る
え

至
っ
た
有
様
て
あ
り
、
從
っ
て
鬱

憂

起
っ
て
政
治

硅

に
傷

者
の
意
見
を
聾

す
る
こ
、
も
出
來
な
い
の
は
已
む
を
得
さ
る
次
第
・
あ
・
か
、
併
・
治
安
婁

楚

一
由

り
勢
働
者

の
團
結
運
動
に
謝
し
特
別
の
干
渉
を
加
へ
、
文
選
學
椹
を
少
数
の
有
産
者
に
制
限
し
て
労
働
者
を
政　

　治
よ
り
遠
け

つ
、
あ
る
か
如
き
は
、
纏
湾
上
政
治
上

の
勢
働
運
動

暴

展
を
害
す
る
も
の
て
あ
る
・
国
際
聯
盟
に

」於
て
勢
働
問
題

の
解
決
に
付
き
模
範
的

に
行
動
す
る
の
責
任
あ
る
五
大
國

の

「
員
こ
し
て
見
る
も
此
等

の
黙
は
大

…
に
改
め
ね
は
な
ら
ぬ
。



・

ミ

国
際
的
労
働
者
保
護
訂
度

.

D

國
際
.的
協
同
の
俗
輩

ぐ

屡

的
鶴

問
題
・
縁

昏

各
国
の
肚
霞

讐

の
二
蓼

・
の
て
あ
・
が
・
楚

問
題
就
中
臭

諸
國
の

移

民
制
麗

付
て
は
同
志
肚
馨

第
二
號
・
論
ず
る
こ
ミ

し
奈

ら
、
蕎

は
各
國
綻

會
政
策
上
の
協
同
に

一
關
し
て
述

・
る
.
難

文
明
國
・
於
・
盆

画
旋

霰

策
圭

肇

・
封
・
て
蓼

の
制
限
養

蓼

を
加
ふ

。
の
必
要
か
増
加
し
、
他
面
に
は
屡

問

の
観
衆

霰

烈
叢

れ
・
か
薦
め
、
馨

の
間
に
は
夙
経

霰

策

の
實
行
。
付
。
各
国
の
藷

皇

に
玄

の
必
要
か
主
張
せ
ら
れ
嘉

、
国
家
か
公
金

屡

的
協
同
待

て

提

議

し
な

の
は
、

一
.人
入

一
年
瑞
西
政
府
よ
り
繍

諸
國
の
政
府
箕

意
向
轟

発

の
を
初
め
手

る
・
其
後

「瑞
西
政
.府
よ
り
本
間
謄

關
し
て
再
三
列
国

の
協
.同
を
促
か
し
た
が
・

】
八
九
〇
年
凋
逸

の
提
議
に
由
り
伯
林
に

禽
舎

か
催
さ
れ
、
碁

加
國
昌

耳
義
、
丁
抹
、
鍵

、
佛
関
内

警

牙
・
英
吉
利
・
和
開

伊
太
利
・

峯

難

撫

即難

瀞
鰯姻無

籍

審

鯛騨

舗
購櫛難

産

と
云
。
姦

藤

沢
な
る
範
園
に
・目
す

、
多
あ

捲

付
暴

加
國
・
意
見
の
一
整

否

な
が
・
併
瓦

伯

…

禁

議
暴

加
蔑

・
器

な
る
意
見
交
蟹

走

一
歩
莚

・
て
國
除
籍

晟

立
を
見
る
窒

ら
な
か
っ
た
.

…
其
後

欠

巻

年
・
は
瑞
西
及
豊

蓬

於
・
類
似
・
暮

・
讐

・
・
謬

死

9

年
に
は
上
記
の
蝋

及

　

驚

法
王
。
協
力
。
成
る
所
・
國
際
蕩

覆

霧

會
か
組
撃

・
れ
・
各
國
の
勢
響

保
護
制
鍔

翌

嚢

華

麗

屡

聯
盟
・
番

膿

笑

巻

第̂
四
號

一
≡

五
里



…

筆

蟹

隈

罐

・
欝

遷

第
八
巻

(第
四
號

「
三

)

至

二

盤

髪

鎗

鉾

疑

麟

簸

鉾
騰
鰐

に
国
際
會
議
か
開
か
・
て
遂
匿
黄
燐
・
止
・

一
黄
輝
々
寸
禁
止
協
約　

一

笙

條

千
九
百
+
至

旦

鼠

径

藤

書

有
す
・
導

・
製
譲

入
及
販
寒

塾

す

一
第
二
條

此
脇
櫓

摯

る
批
准
の
響

旱

九
百
七
筆

二
月
三
+

百

ま
て
に
之
霜

す
…
塗

す

第
三
條

前
條
の
期
日
ま
て
に
此
協
約
に
加
入
す
ろ
こ
ミ
な
日
本
政
府

に
勅
告

す

へ
し

第
四
條

此
鶉

呆

藻

に
嘉

砦

謁

及
日
本
國
の
鶉

加
入
に
依
り
て
努

生

す

此
協
鍵

暴

四
惨

害

参
加
諸
国
か
翠
つ
.て
之
を
華

す
る
の
み
な
第

・
會
議
に
参
加
せ
さ
り
し
我
國

も
之
。
同
意
す
。
。
あ
暑

盤

嚢

差

凌

ξ

し
て
あ
・
。
然

・
に
填
・
和

白
・
英
・
葡
及
瑞
西
か
之

難
醗

惚
藩

縫

騎
隠薬

籠
塗

避
難
鵜

q蕎

婦
女
の
徹
夜
工
業
労
働
禁
止
協
約

笙

條

嬰

・
徹
夜
工
鬱

鬱

下
記
除
外
例
・
外
・
議

・
箭

窩

は
芝

桑

止
す

本
協
・
に
+
人
・
・
婁

憲

奮

・
・
工
震

　

・
・
豪

肇

の
華

る
工
場
能

　

　

無

籍

暴

麺

鞍

騙
鯨雛

羅
嚇
耕
鋤

及諸
材料
の製
造
加
工揚
に
蚕

・し・・

第
二
條

礫

・
規
定
ぜ
ろ
夜
間
霧

の
休
止
に
少
～

・蓮

縦
・
て
+

一醤

以
上
た
る
窶

す

何
れ
の
國
に
於
て
も
些

躊

の
休
止
騎

・
内
・
午
後
+
墜

り
翌
旱

前
五
時
…

時
間
書

　

む
る
こ
`
彙

す

肇

女
工
の
蘂

祉
歪

ぜ
・
ろ
・
に
於
て
は
本
籍

霧

後
三
置

・
辱

垂

籔
甚

業
休
止
孕

醤

ず与

る
こ
惹

得

ρ

.

冒



第
三
條

左
の
場
合
に
は
禁
止
規
定
奄
適
用
ぜ
す

…一

不
可
抗
力
に
依
り
作
業

の
混
乱
を
生
し
た
る
場
合[

…
但
し
其
混
乱
の
警

藤

見
し
得
さ
禽

宴

箕

甕

か
回
期
的
に
督

さ
・
場
合
た
を

"起

要
す

一
二

腐
敗
し
易
キ
、材
料
の
加
工
に
付
て
は
其
材
料
の
損
夫
々
防
く
矯
め
夜
業

尋
必
要
ご
す
る
場
合

笛

鎌

藁

業
に
關
し
、
羅

…

於
・
畢

・
工
誉

關
・
て
・
夜
業
休
吉

・
祉
高

大
+
鼠

・
唇

+
醤

に
短
縮
下

る
こ
こ
な
　

第

八
縢

本
協
約

.ド
封
ず
ゐ
批
準
の
通
告

に
千
九
百
八
年
十
二
月

三
十

「
日
ま
て
に
之
海
行
ふ
こ
ピ
々
要
す

本
協
約
は
批
導
通
告
葎
終
れ

る
後
二
卑

葎
縄
て
老
麺
實
施
す

左
の
事
業
持

て
"
ナ
牟
ん
輕
て
之
々
實
施
す
否

…
々
得

}

甜
菜

糖

工
業

二

羊

毛

の
梳

毛
及

紡
績

・
.

`

・
.

・

三

釜

所
に
於
け
・
坑
外
箋

持

て
昼

作̂
業
か
気
候
繍

係
・
一

華

内
西

・
鼠

渠

止
露

裏
手

ろ
場
合

婆

少
年
の
ぞ

肇

す
る
妻

に
・
て
天
華

産
業
の
行
は
巽

も
の
は
距

紡
繁

て
あ
っ
奈

・

}
般

.

斎

國
箪

-

り
隻

禁
止
争
.行
ひ
、
本
・協
約
に
由
り
暫

髭

禁
止
を
行
ふ
に
至
っ
た
も
の
は
殆
ん
昌

耳

…
義
の
み
て
あ
っ
た
、
故
に
從
來
の
国
際
募

働
保
馨

運
動
は
別
段
の
贅

を
有
し
た
芸

は
れ
脚

・
欝

問

題
に
聞
す
る
國
僑

制
馨

し
℃
は
妹

揺

々
の
國
か
相
互
要

塞

て
欝

を
結
ふ
の
方
法
も
幾
度
か
行
は

れ
て
居

る
。
例

へ
は
凋
逸
か
填
、
旬
、
蘭
等

ご
別
々
に
條
約
を
結
ひ
相
手
国
よ
り
猫
逸
に
來
任
せ
る
勢
働
者
に
封

…
し
、濁
逸
か
勢
勧
誘

制
塵

由
る
年
金
を
は
、其
傷

者
の
奮

籔

覆

に
も
馨

し
て
交
付
す
る
…

は
相
手

…
國
か
同
様
の
餐

に
在
る
濁
舞

働
老
翁

し
て
も
同

一
の
待
遇
轟

へ
る
・
蕃

條
馨

し
砦

か
如
き
・
又

駆

問
題

國
際
欝

罫

書

題

.

」
、

笑

巻

(第
四
號

二

三
)

五
五
三

.



…

難

問
題

駿

聯
盟
・
露

盤

剣

突

貴

第
四
號

=
四
v

五
茜

…

畿

か
伊
國
篠

約
・
て
畿

に
窪

芸

伊
國
児
童
に
射
し
保
護
を
架

・
代
皇

・
伊
國
は
漸
次
自
國
婁

工
勧

,窩

姦

攣

・
・
違

養

き

・
・
し
・
・
か
如
譲

其
側
て
あ
・
が
・
此
種
の
協
同
方
俵

相
互

…
に
鶴

者
の
交
通
の
頻
警

行
は
る
》
隣
國
窩

に
限
ら
れ
、
汎
-
鐸

去

畢

の
行
・
・
臨

に
及
ふ
毒

「な
い
。
目
下
皐

審

議
に
於
て
は
職
讐

馨

鋳

し
て
羅

過
墜

な
れ
る
先
進
國
か
・
国
際
鶴

間
聾

し
て
重
要
の
意
義
あ
る
移
民
問
題

の
協
議
は
各
國

の
内
政
問
題
な
り
ε
し
て
之
を
拒
み
乍
ら
、
自
國
の
必
要
よ
り

現
に
貴
行
し
又
は
今
後
實
行
せ
ん

ε
す
る
勢
働
者
保
護
制
度
を
汎
一
他

の
後
進
國
忙
も
實
行
せ
し
め
ん

こ
す
る
の

形
勢
か
見

へ
る
。

ラ2
聯
盟
規
定

の
限
界

'

国
際
蹉

の
事
委

し
て
汎
臨

霜

囲
に
適
用
す
へ
き
共
通
の
馨

整

を
定
め
ん
計

れ
は
・
各
国
皐

等
の
生
存
響

認
め
て
其
有
形
無
形
の
震

を
自
由
な
ら
し
む
・
芸

ふ
灘

の
禁

精
確

蒸

せ
凝

な
5

ぬ
。
從
っ
て
先
進
国
か
後
議

の
工
業
的
震

を
不
聾

ら
し
む
・
か
如
き
制
度
を
憲

以
て
此
鐙

を
先
進
國

羅

欝

帝
國
霧

の
道
是

讐

せ
・
む
る
こ
・
を
許
・
さ
妻

易

論
て
あ
・
・
此
見
地
よ
り
す
れ
は
聯
盟

の
規
定
す
。
制
度
は
暫

も
此
鐙

に
加
入
を
謬

ら
・
総

て
の
國
最

っ
て
、
響

葉

佛
舞

先
畿

の

畷

ら
す
、
我
国
や
支
那
、印
度
、粟

茜

最

っ
て
も
必
畳

つ
罷

て
あ
り
、
箆

養

行
に
掌

る
国
際

.

…
的
監
督
も
綾

的
舞

な
も
の
て
乞

て
は
な
ら
ぬ
。
此
の
如
藤

盟
規

定
す
・
所
経

界
鍵

低
限
な

さ…

,る
を
得
な
い
の
て
あ
る
か
ら
、
其
規
定
た
る
や
多
-
は
先
進
国
か
歴

貴
行
し
つ
・
あ
る
所
・
畿

既
に
進
歩
せ

る
昌

の
要
求
に
不
適
窶

し
て
過
去
無

芸

り
し
如
き
楚

の
も
の
塔

髭

れ
な
い
・
更
に
高
度
の
肚
會

`

.,



ハ政
策
を
必
要

こ
す

る
先
進
國
か
相
互
の
間
に
特
別
の
協
約
を
結

ん
で

「
致

の
歩
調
を
取

る
こ
ε
は
甚
だ
望
ま
し
き

乏

ご
て
あ
る
が
、
併
し
此
程
の
制
度
を
聯
盟

の
事
業
ご
し
て
其
威
力
に
由

り
之
を
強
制
せ
ん
こ
す
る
こ
と
は
、
濁

.

り
理
論
土
當

を
得

さ
る
の
み
な
ら
す
、
實
際
上
側
際
聯
盟
は
少
数
先
進
國

㊨
機
關
ご
な
り
、
特
に
此
等
少
数
國
の

要
求
を
世
界
に
強
制
せ
ぎ

す
・
に
至
・
亀

れ
な
い
。
目
下
霜

會
議
の
鶴

委
魯

鋳

し
て
英
米
佛
等
よ

万

各
異
れ
る
提
案
か
あ
る
&
云
ふ
こ
毛

あ

る
が
、
.其
内
容
は
末
丸
剣
然
し
な
い
。
只
た
米
国
案

ご
し
て
新
聞
紙

の
僖

ふ
る
所

は
下

の
如
き
も

の
て
あ

っ
て
戸
上

に
述

へ
し

聯
盟

親
密

の
當
然

の
限

界
を
甚

し
く
無

税
し
だ
も

の
.て

…
あ

る
。
国
際

勢
働
問
題

ε
し

て
當
然

に
聯
盟

の
庭
理

す

る

を
要

す

る
他

の
方
面

、
即

ち
移

民
問

題

に
謝

し
て
英
國

　か
比

較
的

公
季

の
態
度

を
探

ら

ん
ご
努

め

つ

、
あ

る
に
反

し
、
米

国
は
之

を
以

て
純
然
た

る
内

政
問

題

な
る
か
故

に
他

國

の
干

渉
を
詐

る
さ
す

と
主
張

す

る
に
係
は
ら

す
、
更

に

一
層
強
く
内

政
問

題

の
色

彩
を
帯

ふ

る
肚
會
政
策

.

に
付

き
非
常

な

る
国
際
的
干
渉

を
主
張

す
る

こ
ε
は
吾
人

の
了

解

に
苦

し
む
所

で
あ

る
。

米
国
案
ご
溝
ゼ
ら
る
」
も
の
、
要
項

「

婦
女
少
孚
保
護
の
爲
め
夜
業
な
禁
止
す
る
こ
ご
。
十
六
歳
未
満
者
の
就
業
奄
禁
止
し
、
之
々
使
用
し
て
生
産
し
た
ろ
貨
物
に
封
し
て
聯
盟
諸
国

一1
輸
入
禁
止
の
制
裁
た
附
す
る
こ
ご
。
男
女
勢
銀
を
公
平
な
ら
し
む
ろ
こ
ぜ」

二

労
働
者
の
業
務
上
の
災
害
及
失
業
に
封
L
て
救
済
心
行
ふ
こ
ご

三

労
働
組
合
の
組
織
々
登
達
ぜ
し
む
ろ
矯
め
組
合
決
心
制
定
す
る
ピ
同
時
に
組
合
加
入
弊
働
岩
舟
優
遇
す
ろ
こ
こ

'

四

〒日
の
勢
働
時
間
た
入
暗
闇
一以
臨困
こ
す
る
こ
ピ

,

.

五

最
舞

銀
制
度
護

く
る
…
、。
但
し
生
活
雍

持
す
ろ
に
足
る
労
祭

得

し
む
る
圭
馨

以
て
各
國
各
地
方
の
状
況
瞳

し
逡

牽
建

r
む

る

こ

ピ

●

時
事
問
題

国
際

聯
盟
の
勢
働
問
題

第
八
巻

(第

四
號

一
一
五
)

五
五
五
、



時
諸

腰

国
際
聯
盟
雰

留

題

第
八
巻

(第
四
號

=

六
)

五̀
五
六

…
米
國

に
於
て
勢
働
者
保
護
制
度
を
設
ち

こ
ほ

各
洲
の
椹
讐

せ
ら
れ
、
其
規
定
す
る
所
か
甚
満
庭
々
て
あ

…
る
が
、
大
膳

は
英
馨

蕨

洲
先
進
国
に
比
し
て
頗
ふ
る
後
れ
て
居

る
。
故
髭

米
國
案

の
多
あ

條
憂

世

.

界
的
最
低
限

ご
し
て
不
適
當
な
る
は
勿
論
、
米
国
自
身
の
輿
論
か
之
を
自
国
の
制
度
こ
し
て
是
認
す
る
や
も
疑
問

一
て
あ
る
。
現
代
の
工
場
工
業
は
婦
女
少
年
の
虐
健

陥
り
響

故
、
各
国
か
馨

驚

を
行
ふ
に
は
先
つ
聾

の

特
馨

働
喬

保
護
.・り
着
手
す
へ
き
て
あ
・
が
、
米
饗

の
聖

+
六
歳
講

者
の
就
藩

王

は
無
論
之
を
世

界
的
最
低
限
ご
す
る
を
得
な
い
・。
今
日
先
進
國
に
於
て
も
就
業
禁
止
年
齢
を
十
四
歳
未
満

ご
す
る
規
定
か
進
歩
し

疫

も

の
て
あ
盈

、
比
年
讐

決
定
す
る
に
は
各
国
の
纒
濟
状
態
に
由

・
の
み
な
ら
す
、
茜

昏

生
理
的
獲
育

や
普
遍
激
育
年
限
等
を
働
呈
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
生
理
的
早
熟
な
る
印
度

の
如
き
は
現

に
満
九
歳
以
上
に
就
業
を
認

め
て
居

る
が
、
隊
洲
に
於
て
も
南
方
諸
國
は
兆
方
に
比
し
て
早
熟

な
る
か
爲
め
に
幾

分
か
就
業
年
齢
を
低
下
す
る

.

こ
ご
を
認
め
ね
は
な
ら
ぬ
。
國
民
の
義
務
敏
育
を
延
長
し
て
之
を
中
學
程
度
の
も
の
に
向
上
し
、
從
っ
て
之
を
終

る
ま
て
は
就
業
を
禁
止
す
る
こ
と
か
文
明
國

の
理
想

ε
し
て
努
力
す

へ
き
所
で
あ
る
が
、
近
き
將
來
に
此
理
想
に

.

達
す
る
窪

は
何
れ
の
國
最

っ
て
も
困
難
て
あ
る
。
本
釜

業
の
後
れ
た
る
走

今
秀

馨

の
爲
め
苑
屡
に

・蹄
せ
し
鰍
洲
後
進
諸
國
を
レ
て
此
禁
止
を
實
行
せ
し
む
る
と
き
は
、
此
等

の
國

の
工
業
は
到
底
戦
争

の
疲
弊
む
ゲ

恢
復
し
翠

、
反
先
進
國

の
號
麓

卦
抗
す
る
を
得
な
い
。
我
国
や
支
那
印
度

の
重
茎

葉
か
此
規
定
の
爲
め
に
大

…
打
撃

蒙

む
・
こ
震

音
、
を
難

ぬ
。
加
之
就
業
年
齢

の
制
限
規
定
は
各
國
か
自
己
の
必
要

に
迫
ら
れ
て
彦

實

.

行
ず
る
場
倉

於
て
も
其
藍
碧

か
葉

困
難
て
み
る
が
、
国
際
聯
盟

の
威
力
を
以
て
後
進
国
に
其
の
貴
行
し
難
き

…
規
定
を
張
制
せ
ん
と
す
る
場
合
に
は
特
に
其
監
督

か
困
難
て
あ

る
。
監
督

の
困
難
な
る
國
際
規
定
を
設
く
る
こ
ご



」経

、
。
屡

紛
擾

・
原
因

を
作

　

,の
て
・
・
て
、
世
界

皐

和
藷

持
・
・
吉

薯

な
る
を
.免
れ
な
い
。

臨
隷

繋
縛

綿灘

繰
辮
穆
鵠蜘噛

　続
騰
鯵

繁

雑

側臨

鍵

紬
難

ギ糠

響
肋砺

が
、
其
生
産

に
華

せ
至

人
の
生
業

態
緩

緩

・

・
　

・
て
・

・
て
・
而

.・
之
に
付
て
呈

配
喬

る

藤

伽羅

甕

霰

燦
蹴舗
騨
鐸
熱

雛
蝶

腿は群

　は
著

ね
。
姦

洲
先
畿

は
欝

、
∬

カ
ン
蔑

、
印
導

覆

畿

・
ゲ
低
肇

姦

物
や
原
料
を
得
て

繋

難
鰭叢

塾
蹴雛
喉越嫉

雑
嚢

鍵

薦

競難
.

雛

雛
蟻

灘

初舞
藻
欝

灘

難旙

米
国
案
ご
響

ら
る
・
も
の
、
各
項
姦

に
藷

・
・
蓮

書

落

が
・
先
畿

の
覆

の
理
想
を
搗
く
る

.

こ
薦

薯

を
章

所
。
同
案
ε
芝

は
、
八
衢

備

長

募

銀
制
馨

を
其
螢

手

る
は
蒸

て
あ
る

時
蕎

題

屡

聯
盟
の
欝

橿

更

登

第
盟

=

匂
)
.五
毛

.
「



時
事
問
題

国
際
犠

の
笛

腰

第
八
貧

第
四
號

=

入
;

五
八

鳶

間
嵩

。
懸

蕩

・
協
定
は
先
畿

・
於
て
欝

欝

職
工
窩

・
量

持

・
れ
て
居
る
か
・
童

瀦

制
度
。
し
セ
・
は
傷

者
の
樂
園
轟

せ
・
る
濠
洲
…

て
、
粟

先
畿

・
之
猿

ふ
こ
墓

理
誓

τ

て
居
る
。
或
は
欧
米
先
畿

・
倉

直
ち
に
之
を
實
行
・
て
相
當
農

績
婁

嬉

・
か
も
知
れ
ぬ
が
・
幼
稚

殴

る
後
畿

。
は
蕎

行
か
不
能
て
あ
る
の
み
な
享

、
他
・

颪

重
大
・
霧

を
有
っ
て
居
る
・
先
尋

緯

　
一
間
に
付
て
見
る
に
、
現
代
の
毒

工
業
は
之
を
自
由
・
放
集

れ
・

一
翠

働
者
就
中
婦
塞

年
を
舞

に
警

。
む
る
の
大
害
を
掌

る
こ
ご
嶺

か
て
あ
・
が
、
併
・
後
議

σ
毒

に
於
て
は
通
例
某

の
乏
し
き
爲
麓

.

誰

其
飽
の
生
産
需

・
不
券

・
あ
っ
て
蕩

接

撃

・
忌

多
丸

秘
・
て
蕩

の
蓬

ご
調
書

を
各

.

鎌

鰭

舞

鶴
欝

じ藷

赫
諺

離

籍

縫
齢　縮

比
掌

れ
。
建

國
は
先
進
国
・
二
三
割
に
過
・
蔭

場
合
か
多
・
。
此
の
如
く
繧

な
る
鐙

國
の
工
差

掛

。
て

葎

。
八
鷺

蕩

を
強
制
す
れ
は
、葵

部
分
・
先
議

・
碧

基

倒
芸

れ
・経

ハ
「
部
分
は
絶

し
・
.

。
家
内
工
養

畢

に
堕
落
す
る
こ
・
に
由
蔭

か
・
存
幸

・
…

差

身

あ
・
う
が
・
此
積
量

業
形
式

…

舞

働
者
最

。
て
毒

工
業
　

も
概
ね
不
利
・
あ

て
あ
・
。
後
畿

民
の
差

・
郎
君

農
萎

聾

し

…
星
。
戴
、
月
露

,ん
て
蕩

し
・
、
僅

か
翰

・
・
料
毒

づ
・
…

係
・
…

具
合

の
中
工
藩

従
事

誹

る
少
警

無

し
て
は
忽
ち
八
臨

蕩

を
書

す
へ
・
奎

張
す
・
精

識
を
逸
・
て
居
る
・
倉

我
國
に

.

於
け
る
欝

醤

就
中
婁

少
年
実

れ
か
長
き
に
響

、
之
姦

攣

・
の
必
要
な
る
窪

は
吾
会

認
む
る

…
所
で
あ
。
が
、
併
し
世
界
的
最
低
署

し
て
・
蕩

時
間
・
定
む
る
こ
蔭

困
難
て
あ
　

叉
養

㌘

國
際
的



拠
監
督

す

る
こ
巳
も
不
能

て
あ

る
。

國
塁

砦

生
活
婁

固
・
ら
・
む
る
こ
・
は
世
界
各
国
民
の
蒸

の
責
任

・
あ
る
か
・
「如
何
な
る
方
法
に
由

一
り
此
目
的
を
達
す

へ
き
や
は
各
國
の
事
情

に
由
て
決
す
る
の
外
は
な
い
。
先
進
国
に
於

て
は
人
。
の
主
な
る
部
分

一
か
進
歩
せ
る
工
曇

働
・
従
事
・
、
又
其
・
少
・
か
ξ

・
募

暑

を

・
甚

・
蕩

蓉

藷

織
し
て
特

功

の
最
募

墾

撫
維
持
し
、
髭

の
加
西

助
力
に
由
り
最
低
牽
を
設
定
維
持
す
る
を
得
さ
垂

働
誉

間
に

一
於

て
も
固
結
運
動
は
相
當
に
馨

し
て
居
る
か
ら
、秀

に
由
り
彼
等
縛

し
て
最
低
馨

定
む
・
謹

塗

　
を
し
て
之
,
繍

せ
し
。
さ
る
諄

劣

は
あ
る
.
然
乏

錘

國
・
於
て
は
合

の
大
部
分
か
小
農

・
塁

…
及
商
工
業
に
秘
事
し
、
其
の
大
姦

募

舞

働
誉

云
ふ
を
得
な
い
か
ら
、
其
生
活
を
安
固
に
す
る
矯
め
叢一

…

募

銀
を
定
む
る
も
用
を
爲
語

。
舞

働
書

し
て
工
藩

従
事

る
少
薯

に
付
て
見

る
も
固
結
自
衛
の
蓮

…
動
か
獲
達
し
て
居
な
い
か
ら
假
令

へ
最
低
牽
を
公
定
し
て
も
之
を
實
行
ず
る
を
得

な
・い
。
此
最
低
牽

の
制
度
は
先

一
進
國
に
於
て
も
霰

的
な
る
家
内
工
業
に
之
を
属
行
ず
る
こ
巌

甚
た
困
難
て
あ
・
が
、
後
畿

に
於
け
る
工
業

…。叩
の
蓋

は
家
聖

業
笛

・
も
の
か
ぞ

、
特
に
農
民
か
自
家
星

窪

係
・
・
原
料
に
堕

し
て
之
を
販
萱

〒

る
芸

ふ
副
藷

生
産
も
盛
ん
に
行
は
れ
て
、
最
低
叢

制
肇

適
用
以
外
笠

っ
て
居
る
・
.砦

如
轟

濟

…
状
態
を
有
す
る
國
に
於
て
人
口
の
多
敷
に
劃
し
生
活
を
安
野
な
ら
し
む
る
方
法

こ
し
て
最
低
勢
銀
制
度
の
有
効
な

」ら
さ
る
こ
ぜ
は
朋
か
て
あ
.る
。
ラ

コ
　

、

3
夜
業
及
有
害
工
業
の
聯
盟
的
禁
止

く

駐

問
題

国
際
聯
盟
の
蕩

緩

、

契

巻

(第
四
號
・
=

九
)

五
尭

.

冒



時
蕎

題

屡

駿

の
霧

問
題

、

第
・
巻

」(第
四
號

三

。
)

五
六
。

一
答
国
民
の
幸
福
を
鍵

す
る
の
婁

に
著

て
は
、
蓑

案
.蒼

顔

・
蔓

忍
其
婁

の
動
機
の
何
隠

盗

り
や
を
問
は
す
、
吾
人
・
之
・
貴
行
・
協
力
・
て
・
他
・
幸
牽

圖
・
ね
は
な
ら
堤

　
　　
　
　
　
に
　
す

　る
屡

的
協
力
に
付
て
は
、
止
揚

の
雲

の
歴
史
に
徴
…

、
將
棄

鍵

爵

・
て
加
・
碁

上
述

窺

評
に
由
。
見

る
、
、
五
口人
熱

り
多
-
を
之
・
期
待
・
・
を
得
さ
る
こ
差

羽
か
て
あ
・
・
然
ら
.は
會

屡

聯

盟

の
世
界
的
最
低
堅

し
て
定

む
・
に
適
掌

　

・
て
あ
・
、
從

・
て
後
畿

濁

し
て
借

昊

の
意
撃

有
。
。
、
。
持

。て
や
と
云
礎

、
矢
張
・

べ
・
ン
會
議
・
由

・
成
妾

・
婁

雀

の
集

禁
止

`
・
同
會
議
に

於
て
成
功
す
る
量

ξ

り
し
蓬

・
寸
の
生
肇

の
如
き
薯

工
業
の
禁
止
ε
て
あ
ら
う
.

　
　
に
　

て
も
あ

律
に
出
て
定
む
る
国
民
的
展

限
は
低
度
の
も
・
て
…

反
・
、
更
垂

歩
音

階
聾

其
皇

力
に
出
て
特

別
。
る
高
度
。
最
低
限
・
定
む
る
如
-
、
・
際
蹉

・
定
む
・
世
界
的
震

堅

し
.・
暮

の
も
の
呈

述
の
二
'

看
て
あ
っ
て
.、
之
に
満
足
す
る
毒

さ
る
先
畿

量

・
騎

・
最
低
磐

協
箏

か
こ
蕃

適
當
手

る
.

一
一
現
代
的
素

に
し
て
泥
亀

界
各
国
に
行
…

あ

は
紡
璽

…

が
・
此
工
蕎

讐

の
露

な
嘉

一

畜

年
を
使
用
す
る
に
挙

る
爲
め
昊

・
讐

・
芋

・
.
其
響

・
中
・
最
も
蒼

き
は
夜
業
て
あ
る
・
肚
.

奮

子
に
取
・
て
も
有
害
　

肇

・
婆

少
葬

・

・
む
…

の
如
麗

国
民
璽

上
薯

な
る
や
は

　
既
に
我
。
毒

法
制
定
の
際
に
券

議
論
せ
・
れ
華

柄
…

。

磐

後
議

か
鍵

國
よ
り
工
講

筵

ま

ん
.ε
す
。
に
方
っ
て
先
つ
葦

す
る
所
・
重
要
素

籍

繁

…

が
・
覆

畿

か
夜
業
に
由
る
か
蕎

・

…
禁
止
濃

入
税
に
由
蒜

國
馨

を
防
-
・
あ
量

れ
・
落

蓼

苧

薄

　

…

は
・
註
(國
は
秀

之
を



起

す
の
特
捲

到
達
も
て
管

ぬ
も
の
覚

る
を
正
當
手

る
。
付
差

れ
ば
粉
塵
を
飛
散
し
て
衛
生
上
に
馨

な
為
紡

績
業
を
行

ふ
に
付

き
、
騰

力
を
疲

熱

せ
し

め
て

其
抵

抗
力
を

弱

め

る
所

の
夜

業
を
探

ら
し

む
る
ご
き
は
・、

…
種
々
の
疾
病
就
中
恐

・
へ
き
纂

性
を
有
す
・
肺
病
を
嚢
生
し
、
而
も
国
民
衛
生
制
度

の
不
備

な
る
建

国
に
於

ぞ

呈

ハ
の
禽

に
傳
揺
す
る
こ
蕃

防
止
す
る
は
萎

困
難

て
あ
・
。
幸
に
し
て
其
國
か
脛
湾
上
長
足
の
進
歩
を

.

爲
す
薯

は
、
後
日
莫
大
の
費
思

捜
し
て
肺
病
を
撲
滅
す

・
こ
墓

杢
糸

能
て
な
い
ご
し
て
も
・
絡
て
の
後

進
国

か
此

の
如
き
進
歩
を
寫
す
こ
ご
は
期
待
し
難

い
。
又
後
進
國
か
夜
業
禁
止

の
代
り
に
禁
止
的
輸
入
税

の
保
護

に
由
り
紡
績
業
を
起
す
ご
差

出
來
を

し
て
も
、
繊
緯
工
業
品
就
中
綿
製
品
竺

警

邏
国
民
に
取
っ
て
は
食

物
接

て
重
要

の
必
需
品
て
あ
る
か
ら
、
継
正

射
輸
入
挽
に
由

て
之
を
法
外

に
高
僧
な
ら
し
む
る
こ
鼠

国
民
多

.

誓

生
活
甚

し
垂

近
し
、
又
其
経
済

の

疲

の
進
歩
を
妨
げ
さ
る
を
得
な
い
か
ら
て
あ

・
・
是
れ
婦
女
少
年

、
の
夜
業
禁
止
は
世
界
的
最
低
限
ご
し
て
聯
盟
に
由
り
規
定
す

る
の
必
要
な
る
所
以
て
あ
ひ
が
、
更
に
夜
業
を
行

へ

る
や
否
や
は
工
場

の
黙
燈
叉
は
煙
突

の
煤
煙
董

由
り
外
部
よ
り
容
髭

之
を
知
る
こ
幕

得

る
故
、
此
禁
止
の

國
際
的
監
督
も
困
難
て
な
い
。

支
那
、
印
度
、
南
米
諸
國

等
に
於
て
工
業
を
起
す
に
は
先
進
国

の
資
本
か
直
接
問
楚

之
に
關
保
し
・
.叉
多
く

の
場
合
に
は

先
進
國
の

企
業
者
技
術
者
も
直
接
.に
之
に

嗣
係
す
る
の
黙
は
特
に
注
意
を

要
す
る
。
先
…進
國
に
於

て
は
国
家
の
耐
會
政
策
及
勢
働
者

の
自
衛
運
動

の
獲
達
せ
る
矯
め
、
勢
働
者
を
虐
使
ず
る
こ
ε
に
由
て
多
大
.の
利

益

を
場

聾

・
る
采

か
後
.進
國
に
移
っ
て
茸
ハ威
力
蓮

ふ
し
、
特
に
燐
む

へ
轟

女
少
穿

畠

に
虐
使
し

時
藩

題

、國
際
欝

の
盆

腰

第
八
巻

(第
四
號

=
三

五
室

、



暗
語

題

国
際
聯
盟
の
欝

腰

第
八
巻

第̂
四
號

一
「
=
こ

五
六
二

　
て
其
國
民

の
、莚

の
窪

を
阻
碍
す
る
こ
謡

、
先
進
国
民
た
る
の
甚

を
書

、
る
も
の
ε
云
は
ね
は
な
鼠

一

瞥

後
畿

翳

し
て
婦
女
小
年
の
集

を
禁
止
す
る
こ
譲

、
先
進
国
の
之
鋳

す
る
道
璽

罫

任
釜

さ

τ

む
。
質

差

。
場
合
か
多
い
の
て
あ
・
。
盆

支
那
に
於
て
儀

國
及
粟

の
資
本
蓮

薯

ご
交

り
込

ん
で
盛
ん
に
禁

萎

誓

ん
芋

・
の
勢
を
示
七
つ
麸

・
か
、
若
し
・支
那
の
警

幼
稚
な
る
國
.に
於
て
夜
業

客

・
こ
・
に
由
-
肺
病
塞

國
塗

筆

・
む
・
・
き
・
乏

か
墾

・
支
那
の
蓬

か
永
久
に
羅

せ
ら
れ

　る
危
険
・
な
い
・
は
云
総

ぎ

.
英
政
府
か
印
度
・
黎

藷

於
・
肇

禁
止
を
行
は
射

た
こ
話

動
讐

喚

。
の
基
譲

葉
穴
る
紡
績
業
に
謝
し
て
有
力
・
・
馨

・
饗

し
…

ん
手

・
霞

裏

的
・
植
民
肇

一
て
あ
っ
奮

し
て
も
、
其
藁

よ
り
見
れ
ば
印
度

の
響

に
賢
明
な
・
政
策
て
あ

っ
建

云
は
ね
は
な
.孟

・

夜
業
禁
止
に
封
ず

る
我
国
の
闇
係
を
見

る
に
、
之
に
出
て
影
響
を
勤
む
る
は
固
よ
り
綿
毛
廣

の
紡
績
業
て
あ

っ

て
、
其
讐

は
殆
ん
諺

響
は
な
い
。
我
工
場
法
か
夜
業
禁
止
の
貴
行
猶
豫
を
+
五
・
年
の
長
暫

し
だ
こ
募

露

な
。
は
本
法
制
定
當
臆

於
て
學
奮

意
見
の
殆
ん
三

致
し
た
所
で
あ
っ
た
・
覆

藷

業
の
膨
脹
捧

ふ
て
其
夜
考

國
民
璽

笈

・
す
讐

は
.盆
大
差

り
、
吾
人
は
到
箆

の
長
き
猶
豫
期
限
の
到
達
ま
て
之
を

麗

攣

る
、曽
得
さ
る
有
様
ご
・
ぞ

居

る
。
嚢

紡
婁

昆

馨

毒

書

し
て
募

謄

よ
り
も
筈

向
上
.

一
。
付
套

し
蓮

歩
・
・
を
得
馨

の
み
な
ら
す
、
園
内
に
於
け
・
餐

の
馨

隻

那
印
度
の
低
級
轄

の
嚢

膳

。
由
り
、
我
紡
績
業
琴

後
、叩
質
向
聴

力
を
業

さ
る
薄

　

慧

窟

つ
π
・
然
る
に
品
質
空

.の

鳶

髭

は
集

を
行
ふ
慧

総

局
損
失
差

・
。
故
に
国
際
鐙

に
於
て
夜
巽

止
か
提
議
せ
ら
異

な
ら
は

.9



識

図
星

に
同
意
す
る
こ
謎

露

し
て
は
な
ら
識
。
固
よ
り
聯
盟
窺

害

し
て
之
を
禁
止
す
る
喜

は
・
我

「國
高

し
麦

那
も
其
禁
止
襲

む
る
こ
く

な
・
か
ら
、
我
紡
婁

の
最
も
恐
れ
.で

あ
る
支
那
紡
襲

の
競
.

書

大
義

和
・
・
る
あ

利
益
か
あ
・
。
萎

萎

止
・
行
へ
・
印
度
・
紡
翼

・
我
國
・
競
争
に
由
っ
て
人

な
る
不
利
襲

む
つ
た
爲
義

國
を
以
て
傷

者
を
虐
使
す

・
歪

の
競
争
者
な
窪

し
・
激
て
よ
り
綿
花
蕾

碗

を
設

け
義

紡
績
鋳

華

へ.し
墓

.議
論
か
有
力
差

っ
て
居
莞

整

國
麟

嬰

集

禁
止
か
提
議
せ

一
ち

れ
薦

合
義

票

撃

之
・
反
掌

・
・
ら
は
、
印
篭

盤

の
承
撃

得
義

國
籔

・
原
籍

花
の
供

奮

制
限
す
・
こ
蕃

主
張
・
る
か
・
知
れ
・
。
只
・
會

直
・
髭

禁
止
・
暮

す
重

き
は
我
国
の
綿
製
品

幾

分
生
.蛮

の
増
袈

來
た
し
、
箆

葦

産
婆

可
な
り
の
減
少
を
示
し
・
之
か
爲
め
徒
輩

洋
.窪

よ
り

.

粟

ま
て
麗

し
馨

隷

の
販
肇

失
は
・
・
を
得
毯

。
是
れ
紡
撃

以
て
基
本
工
業
手

義

園
最

つ

rて
非
常
書

痛
て
あ
る
。
散
髪

禁
止
・
我
國
の
必
要
手

・
紡
襲

の
振
張
を
行
ふ
ま
て
懇

を
得
ね
嬉

ら

直

。
砦

如
き
猶
谿

間
か
何
年
を
以
て
適
當
手

合

を
決
す
・
・
量

嬰

の
智
識
垂

す
る
か
・
英
國
の

続

震

勢

蟄

は
馨

の
舞

舞

磨

陥
れ
・
佛
白
に
最
先
に
分
配
せ
ら
れ
・
我
国
の
如
き
は
餐

の
順
番

窪

っ
て
居
る
や
う
て
あ
る
か
ら
、
相
當
の
期
間
を
必
要
手

・
て
あ
ら
う
。
固
よ
り
砦

谿

間
は
響

我
国

.

の
爲
め
に
必
要
な
・
の
み
な
芋

、.夜
業
を
行
ひ
つ
奉

る
支
那
叢

っ
て
も
必
要
て
あ
る
・

現
代
の
工
舞

働
は

一
膳

鬱

蒼

簾

に
射
し
て
有
害
・
・
髭

れ
塞

・
鷲

原
料
の
,性
警

有
意

・
響

舞

響

・
儂

馨

せ
・
・
廃

合
か
少
・
差

・
・
此
の
如
皇

藩

・
て
人
生
緩

く
へ
か
ら
さ

時
事
閻
題

画
際
驚

・
霧

問
題
.

実

費

誇

號

三

=一)
.五
六
三



.

.時
講

題

画
羅

盟
・
蕩

問
題
.

第
入
梅

(第
四
號

=
酉

五
六
四

」。
も
の
を
生
産
す
る
揚
A
・
に
は
、
其
成
立
を
認
む
る
・
置

已
む
を
得

な
い
.の
て
あ

っ
て
・
成

る
へ
箕

難

を

一

防

止
す
る
界

は
な
・
が
、
場
食

由

・
・
左
ま
て
人
生
・
必
用
螢

　

も

・
も
あ
り
麦

他

の
代
用
肱
を
以

て
纏
欝

に
需
用
癒

。
得

・
場
合
も
あ

・
。
募

最
も
著
し
き
例
は
藩

・
寸
て
あ

っ
て
・
既
に
述

へ
し
如
く

「
。
〃
.
省
議

は
麦

禁
止
・
成
功
し
な
か

・
黍

、
當
號

逸
・
爾

丁
抹
・
謹

は
既
旨

國
の
法
律
を
以

て
之
を
禁
止
し
て
居
募

て
あ
・
。
覆

標

聯
盟
に
は
必
ら
垂

禁
止
の
婁

を
見
・
に
至
る
て
あ
ら
う
が
・

美
嚢

國
は
之
に
同
意
せ
ね
鮭

・
塊

皇
別
茜

・
斐

那
に
そ

の
燐
寸
姦

出
し
て
居
膳

代
に
は
我
國
、

の
轟

。
寸
の
蓋

塞

嚢

の
殆
ん
皐

は
に
達
し
て
居
た
が
、
其
後
支
那
に
於
て
生
蕎

脅

し
五

つ
債

の
低
廉
な
。
轟

・
寸
星

肇

か
諸
方
縛

り
之
か
爲
義

國
の
塁

瞥

か
、大
に
減
少
す
る
高

特
義

か

.

蘇

。
寸
の
産
額
も
減
芒

、
會

茎

霧

の
こ
割
以
内
に
下
,
て
居
・
.
故
に
之
を
禁
止
す
る
義

肇

の

馨

る
蓬

・
緩

・
脅

、

一
面
髪

那
・
其
禁
止
襲

・
重

直

・
.更
義

國
よ
り
裏

罫

し
て
塞

奪

・
欝

・
増
・
寛

・
窒

・
て
　

…

琵

禁
止
を
行
ふ
に
方
っ
て
も
適
當
の
撰

期
間
護

く
る

τ

　

適
讐

す

・
・

.

.

ゴ

冗

変

稿
了
後
諸
諸

よ
易

外
電
鑑

翠

る
に
、
艶

聞
螢

外
・
圃
馨

働
問
題
の
鑑

か
蓼

か
A藷

に
進
行
す
ろ
の
傾
向
察

し
つ
、

あ
る
.、ε
。
人
類
。
響

ド
喜
ふ
へ
轟

墾

め
う
が
、
此
嚢

國
・
於
・
晃

・
國
嚢

公
共
羅

か
其
役
員
及
蕩

蕩

待
遇
E

大
刷
麺

加

へ
・

一
般
民
粟
に
封
し

て
貴
賤
的

に
泄
會
政
策
の
貴
行
指

導

す
・
こ
暴

露

"与

ろ


